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1.は じ め に

　

Nerva1の 自伝 的 な作 品 の 中 に出現 す る 「女 優」 の 問題 は,幽 観8(1854)以 前 にP6♂爵
く　ン

C勿'6α 礁4θ βo麓 耀(1853)の 中で既 に簡 単 にで はあ るが触 れ られ てい る。Nervalは こ

の作 品で彼 の 青年期 の感情 生活 を,「 青春 の熱狂 」→ 「愛 」→ 「絶望 」と図式化 す る。 融1加6

は この図式 をその ま ま下敷 き に してい る と言 える。 この図式 の上 に,ヴ ァロワ地 方 での幼
くこめ

少年期 の 回想 とい う、4ηg6勿鰐(1854)的 な要素,そ の回想 の契機 をなす物語 へ の夢 の介入
　

とい うL6sN魏s4'06'o∂z6(1852)的 な要素 が加 わ って,卵1漉 は自伝 的 な作品 の流 れの 中

で,Nervalが … つ の総 合 を試 みた作 品 と言 え る。

本稿 で は,Nervalの 代 表的 な作 品で あ り,多 角的 なア プ ロー チ を受 け入れ て きた,主 題

的 に も構二造 的 に も複 雑 なS吻 ∫6を「女優 」の問題 とい う観 点 か ら取 り上 げ,青 年期 の回想 の

中 に特権 的 な地位 を要求 す る この存 在が轡 伽6の 中 で担 わ されている役 割 を明 らか にしてい

きた いQ

II.1㍗ 魏sCh窺6α 蹴4εBoぬ ∂賜 θに お け る 「女 優 」

趣伽θの 「女優」 を論 じる前に,そ の原型 とも言 うべ き,Pε'爵C履 伽 雛 鹿 β碗6雁 に

おける 「女優」の扱われ方を簡単に見てお こう。「女優」は,話 者の文学的野心の対象であ

る 「シバの女王」 と密接 な関連 を持 って読者に紹介 される。

LareinedeSaba,c'6taitbiencelle,eneffet,quimepr60ccupaitalors,-et

doublement.Lefant6me6clatantdelafilledesH6miaritestourmentaitmes

nuits[…]一 一一一Qu'elle6taitbelle!nonpasplusbellecependantqu'uneautrereine

dumatindont1'imagetourmentaitmesjourn6es.

(5)
Cettederni6rer6alisaitvivantemonr6veid6aletdivin.

ここで注目すべ き点は,話 者の崇拝の対象の二重性である。話者の愛は昼夜 に等分され,

昼すなわち覚醒時に劇場で話者 を魅了す る 「女優」は,夜 すなわち睡眠時に夢の中で話者
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の魂 を奪 う伝説 の 「女 王」の生 きなが らの化 身 として把 握 され てい るので あ る。 「女 王」は

話 者 の 「理想 的 で神 々 しい夢」で あ り,「 女優 」は この夢 を現実世界 に化 肉 させ る媒 介的存

在 で ある。 この 「女優 」 はオペ ラ ・コ ミック座 の 「女優 」で,話 者の文学 的(あ るいは演

劇 的)野 心 は,こ の 「女優」 をオペ ラ座 に デ ビュー させ る ことにあ る。 その ため に彼 は,

「シバ の女王 」 を主題 に した台本 を準 備 して いる。 それ は昼夜 を分か たず話者 を 「苦 しめ

る」二 重の愛 を一 つ に解 け合 わせ るた めで あ り,分 裂 した ままの二重 の愛が話 者 を脅 か し

て いる不吉 な現 状 を打 破 す るた めで もあ る。「シバの女王 」が《fant6me》 と形容 され,別
(6>

の所 で 「女優 」が くombre》 と呼 ばれ て いるの は偶然 で はない。「女優 」を 「現 実の女性 」

としてで はな く,「 もう一人 の暁 の女王」 として愛す る こ とが危機 的 な状 況 であ る ことは,
(7)

この試 みに失敗 した話者 がやがて《fi6vre》 と《insomnie》 に襲 われ ることか ら明 らかであ

る。 この危機 的 な状況 は話者 の演劇 的野 心 の挫折 に伴 う愛 の喪 失体験,《MaCydalise,a
(7)

moi,perdue,ajamaisperdue!.,.》 と定式 化 され る 「絶 望」 の中 に解 消 され る。

1財 爵C1謝 飢雄46B励6〃28に 辿 る こ とので きる話 者 と 「女優 」の 関係 の あ ら ましは概 ね

以上 の よ うな もので あ るが,こ の作 品の どこに も 「女優 」 を現実世界 に位 置づ け るの に必

要 な固有名 詞 を見 出だ す こ とので きない点 に留意 したい。話 者が作者 と同 一人物 であ る こ

とが確 認 で き,Nervalと 交渉 のあ った人 物名 をい くらで も見 つ け るこ とので きる この物語

にあ って,こ の 「女優」 の匿名 は記憶 に値 す る事態 で はあ る まいか。 それ は一応,「 女優 」

とい う存在 の現実 か らの離脱 の方 向を暗示 して い る と捉 える ことがで きる。 この作 品 の中

で 「女優 」が常 に 「シバの女王 」 と重ね合 わ され て言及 され る点 にその こ とは確認 で きる

し,一 友人 に宛 てた献辞 の 中で比 喩 の形 を取 って示 され るこの恋愛 の経緯 への暗 示が よ り

一 層 の示 唆 を与 えて くれ る。

LaMuseestentr6edansmonc(£urcommeunedるesseauxparolesdor6es;e11es'en

est6chapp6ecommeunepythieenjetantdescrisdedouleur.Seulement,ses

derniersaccentssesontadoucisamesurequ'elles'610ignait.Elles'estd6tourn6e

(8>

uninstant,etj'airevucommeenunmiragelestraitsador6sd'autrefois!

「ミュー ズ」,「黄金 の言葉 を持 つ女神」,「 ピュテ ィア」 と三度神 話上 の語彙 で形容 され る

「女優 」との恋愛 の経緯 の詩 的表現 に過 ぎな い とも言 え るこの一節 の 中で,「 女神 」が本文

中の 「女 王」 と等価 な存在 と して言及 され,夢 と現実 との媒介 者 としての 「女優 」 の機 能

と通底 す る「ピュテ ィア」,ア ポ ロンの神 託 を告 げたデル フ ォイの巫女 が殊更名 指 され てい

る ことに,早 くもNervalがP6!爵0緬'6θ 微46Bo姥 〃z6の 「女優 」 に潜在 的な形 で与 えよ

うとした役割 を感 じ取 る こ とが で きる。
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III.Sy1伽 の 「女 優 」

趣1傭 の第1章 は 「女優 」の ため に割 かれ て い る と言 っ て よい。 読者 が まず遭 遇 す るの は

Sylvieで はな く,話 者 の心 を一 年来 惹 きつ けて や まな い匿 名 の 「女優 」であ る。 この章 の 中

で,「 女 優 」 は三度 「女 王 」乃 至 「女神 」 に喩 え られ る。

[…]palecommelanuit,quandlarampebaiss6elalaissait6clair6ed'enhaut

souslesrayonsdulustreetlamontraitplusnaturelle,brillantdans1'ombredesa

seulebeaut6,commelesHeuresdivinesquised6coupent,avecune6toileaufront,

(9)

surlesfondsbrunsdesfresquesd'Herculanum!

ノ
Jem'eninformaisaussipeuquedesbruitsquiontpucourirsurlaprincessed'Elide

(10>
ousurlareinedeTr6bizonde,[…]

L'hommemat6rielaspiraitaubouquetderosesquidevaitler696n6rerparles

mainsdelabelleIsis;1ad6esse6ternellementjeuneetpurenousapparaissaitdans
(lo)

1esnuits,etnousfaisaithontedenosheuresdejourperdues.

ギ リシャ神話の季節 と秩序の女神ホーライ,古 代 ギ リシャ国家エ リドの王女 と中世 ・ルネ

サンス期に栄 えた トルコ都市 トレビゾン ドの女王,エ ジプ ト神話の大地母神 イシス,こ れ

らの非現実 の存在が,ペ ージを置かず,多 かれ少なかれ 「女優」の媒介するイメー ジとし

て読者の 目に触れ る。喩 え として引かれる対象 こそ違 え,釣 伽θの「女優」がP厩 おC1短 磁 鷹

46、80雇 耀 の 「女優」の敷 き写 しの存在であ ることは明 らかである。両者に共通す る匿名

が その結び付 きを更に強固なもの にしている。

ところで,「 女優」に捧 げられた この章で,話 者は彼の 「女優 」に対 する崇拝に近い愛 を

次の ように描写する。

Indiff6rentauspectacledelasalle,celuiduth6atrenem'arretaitgu6re,except6

10rsqu'alasecondeoualatroisiさmesc6ned'unmaussadechef・d'(£uvred'alors,

uneapparitionbienconnueilluminait1'espacevide,rendantlavied'unsouffleet

d'unmotacesvainesfiguresquim'entouraient.

Jemesentaisvivreenelle,etellevivaitpourmoiseul.Sonsouriremeremplis-

saitd'unebεatitudeinfinie;1avibrationdesavoixsidouceetcependantfortement

timbr6emefaisaittressaillirdejoieetd'amour.Elleavaitpourmoitoutesles
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励1碗における 「女優」の問題

19)

perfections,ellerεpondaitatousmesenthousiasmes,atousmescaprices,[…].

こ こで は 「女優 」 の演 じる役柄 は問題 とされ て いない。 この 「女優」 が演 じ さえす れ ば,

どんな に退 屈 な芝居 で も観 客 に生気 を吹 き込 む こ とがで きる。 「女優 」はシ ャ ンデ リヤの光

を浴 び て 「闇 の中 で彼 女 自身 の美 しさだ けで輝 く」 か らであ る。 ところで,話 者が一 向 に

「女優 」 の具体 的 な描 写 を行 わ ない点 に注意 を喚起 したい。彼 が言及 す るの は唯 「非常 に

甘美 で あ りなが らきわ めて響 きの よい声 」 だ けで あ る。 この 「女優」 には顔 が な い。 しか

も,話 者 は その声 だ けを通 じて宗教 的法悦(「 限 りな い至 福感 」)に 至 るので あ る。劇 場 は

姿 を消 し,話 者 は聖 なる時空 間で 「女優 」 と合 一 す る。 その信 懸性 を妨 げ るの は,こ の描

写 を支配 してい る半過 去 の時制 だ けで あ る。 《Jesortaisd'unth6atreoOtouslessoirsje
(9)

paraissaisauxavant-sc6nesengrandetenuedesoupirant》 とい う冒頭 の一 文が 示 す よ

うに,こ の神秘 的 な融合体 験 は毎晩 繰 り返 され るので あ り,そ の こ とに よって否応 な く時

間 の試練 に晒 され る。第刃II章で話者 は この点 に正確 に言及 して いる。

(11)

J'aipass6partouslescerclesdeceslieuxd'6preuvesqu'onapPelleth6atres.

従 って助1痂 の話者が この物語で試みるのは,第1章 で語った唯一無二 と思われるこの「女

優」体験 を時間の進入か ら守 る術 を見出だす努力だ と言ってよい。 それは話者が この章で

遵守 している戒律の侵犯 という形 を取 ってなされる筈である。話者が 自らに課 している掟

は次の二箇所 に示 されている。

Depuisunan,jen'avaispasencoresong6am'informerdecequ'ellepouvaitδtre

d'ailleurs;jecraignaisdetroublerlemiroirmagiquequimerenvoyaitsonimage,

ettoutauplusavais-jepret61'oreilleaquelquesproposconcernantnonplus

Pactrice,maislafemme.[…]undemesoncles,quiavaitv6cudanslesavant-

derni6resann6esdudix-huitiemesiさcle,commeilfallaityvivrepourlebien

connaitre,m'ayantpr6venudebonneheurequelesactricesn'6taientpasdes

{12)

femmes,etquelanatureavaitoubli壱deleurfaireunc(£ur.

Vuedepr6s,Iafemmer6eller6voltaitnotreing6nuit6;ilfallaitqu'elleapparOt
(10)

reineoud6esse,etsurtoutn'enpasapProcher.

話者の毎晩の劇場通いは 「一年前か ら」続いている状態であ り,そ の間彼は極力舞台外の

「女優」の噂 には耳を塞 ぐように努めている。伯父の一人が自らの経験 を引いて女優に恋
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をすることの危険を口を酸 っぱ くして説いたか らだし,仲 間の行状か ら見て も 「現実の女

性」は世間知 らずの若者の心を逆撫でするような存在だか らである。従 って女性(「女優」)

は 「女王か女神」のように見 えな くてはな らないし,取 り分け 「近寄 ってはならない」存

在なのである。物語の最初 で話者 はこの愛の袋小路か ら出る勇気を持たず(「私は彼女の姿

を映 し出 して くれ る魔法の鏡 を曇 らせ るのを恐れていた。」),「女優」に接近を禁ず るタブ

ーを破 る切 っ掛 けを待つ一種の待機状態 にあると言える
。

IV.「 女 優 」 へ の迂 回 的 な接 近:AdrienneとSylvie

趣1磁 の話者 は いずれ この膠 着状態 を脱 しな けれ ばな らない。 それ は物 語上 の 要請 で あ

る。 「女優 」へ の実際 の接近 は第幻II章で語 られ る。 その間,第II章 か ら第 湿章 にか けて語 ら

れ るの は幼 少年 期 の愛 の思 い出で あ り,「 女優 」へ の愛が物 語 の主要 な筋 と考 え る と,一 種

の迂 回 的な作 業 とい うこ とにな る。こ こで回想 され るの は,終 章(第 皿章)で 《c'6taientles
　

deuxmoiti6sd'unseulamour,〉 とその同一性 が確 認 され る こ とにな る,と もにヴ ァロ ワ

地 方 に生 を受 けた二人 の少女,Adrienne(第II,V皿 章)とSylvie(第IV-VI章,第Vm-)m

章)へ の愛 であ る。 この 「唯 一 の愛 の両 半 分」 は,交 互 に二 重の光芒 を放 つ変 光星 に喩 え

られ る。

Ermenonville![…]tuasperdutaseule6toile,quichatoyaitpourmoid'un

double6clat,Touratourbleueetrosecommel'astretrompeurd'Ald6baran,

　

c'6taitAdrienneouSylvie,[…].

〈6toile>と い う語 は言 う まで もな く,天 体 と同時 に 「女優 」を意味 す る語 で ある。 エル

ム ノ ンヴ ィル に象徴 され る話 者 の幼 少 年期 を育 んだ土地 が失 って しまった 「星 」 は,パ リ

で話者 の心 を捉 えて離 さなか った 「女優 」の反映 に他 な らない。言 い換 えれ ば,「 女優 」へ

の接近 に先 立 って行 われ るAdrienneとSylvieの 思い 出への巡 礼 は,「 唯 一つ の愛 」とい う象

徴 的 な レベ ル での 「女優 」へ の迂 回的 な接近 だ とい う こ とで あ る。 一見対蹴 的 なAdrienne
(131

とSylvieが 放 つ二重 の光 芒 は,〈1'id6alsublime>で あ り〈ladoucer6alit6>で あ る。 こ

の 「理 想」 と 「現 実 」の対立 は,「 変光 星」(astretrompeur)と い う適切 な比 喩 が示 す よ

うに,「 人 を欺 く」見 せ掛 けの対 立 に過 ぎな い。

話者 は,第1章 で 「女優 」の超越 的 な聖性 に触 れ た後 で,「 気高 い理想」の思 い出 を喚起

す る。Adrienneを 輪郭 づ けるのは,ま ず その高 貴 な血 統 で ある。

C'6tait,nousdit・on,lapetite-fillederundesdescendantsd'unefamillealli6eaux
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(14)

anciensroisdeFrance;lesangdesValoiscoulaitdanssesveines.

ヴァロワ家の末喬の家系に属するこの少女 は,た だその身分の上か らだけで も,話 者 とは

隔絶 した世界の住人であるが,普 段 は女子修道院に寄宿生 として預けられているというそ

の身の上 を通 じて現実世界か ら隔離された存在である。従って,祭 りの日に特 に許 されて

村の少女たちの踊 りの輪の中に姿 を見せたAdrienneと,踊 りの規則 に従って接吻を交わ

し,彼 女の頭上に月桂樹の冠をのせることができたのは話者 にとって全 くの僥倖であ り,

それ故に神聖な思い出なのである。Adrienneを ベア トリーチェになぞらえることの必然性
(15)

は十 分 にあ るわ けで あ る。

Adrienneを 条 件づ ける現実 か らの遊 離 の傾 向は ます ます強 まって い く。

Auxvacancesdel'ann6esuivante,j'apprisquecettebelleapeineentrevue6tait
(14)

consacr6eparsafamillealaviereligieuse.

女子修道院での修道生活を家族の手で運命づけられたAdrienneに もう一度出会 った思い出

が第冊章で語 られるが,シ ャー リのさる貴紳の城館で催 された寓意的な神秘劇 に他の寄宿

生たち とともに 「女優」として登場するAdrienneは もはや この世の人ではないかのような

神秘性 を身に纏 っている。

Unespritmontaitde1'abime,tenantenmainl'6p6eflamboyante,etconvoquaitles

autresaveniradmirerlagloireduChristvainqueurdesenfers.Cetesprit,c'6tait
(16)

Adriennetransfigur6eparsoncostume,commeellel'6taitd6japarsavocation.

この神秘劇 の寓 意性 は,そ の後 の作 品で 「気 高 い理 想」 が担 わ な けれ ばな らない黙示録 的

世界 で の主導性 を含意 して い る。この含意 は5沙1伽 の世界 で は,ぎ りぎ りの ところで現実性

の範 を免 れて いな いけれ ど も,こ こでAdrienneが 演 じるのが 「精 霊」の役 で ある こ とには

注 意 したい。 この物語 の 中でAdrienneは,「 王女 」→ 「修道 女」→ 「精 霊」 とい う直線 的な

聖 別 の階梯 を一 気 に登 りつめ る。 このAdrienneの 「変貌」 は 「女優 」がその あ とを襲 うべ

き規 範 の一側面 で ある。

第III章 の 冒頭 で,Adrienneの 最初 の回想 を語 り終 えた話 者 が そ こか ら引 き出 す仮 説 は,

この認識 に向か う最初 の ステ ップで ある。

Toutm'6taitexpliqu6parcesouvenirademirδv6.Cetamourvagueetsans

espoir,congupourunefemmedeth6atre,quitouslessoirsmeprenaital'heuredu
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spectacle,pournemequitterqu'al'heuredusommeil,avaitsongermedansle

souvenird'Adrienne,[…]

(17)
Aimerunereligieusesouslaformed'uneactrice!...etsic'6taitlameme!

「女優」への愛の起源が 「修道女」 となるべ く運命づけられた高貴な生 まれの少女の思い

出の中に定 められる ことで,こ れ までの 「漠然 として希望のない愛」の真正さが保証 され

る。

しか し,こ の 「女優」-Adrienneの 同一性の仮説 は直 ちに話者の心に不安感 を掻 き立て

るし,ま た物語 を通 じて最後 まで公認 され ることがない。話者が 自らの形而上学的な仮説
(17)

に抱 く不 安 は,先 の引用 に直 接続 く<-llyadequoidevenirfou!〉 とい う言葉 で表 現 さ

れ る。 ここに きわ め て控 え目な形 で では あ るが,「 狂 気 」 の主題 が 導か れ る。 この主題 は,
(18)

五6∫Nπ 漉4'06励z6の 場合 同様,「 物 語 への夢 の介入 」 と密接 に関連 してい る。Sy1漉 にお

いて は,回 想 を紡 ぎ出す 「半睡状 態 」が次 の よ うに描写 され てい る。

Plong6dansunedemi-somnolence,toutemajeunesserepassaitenmessouvenirs.

Cet6tat,o自1'espritr6sisteencoreauxbizarrescombinaisonsdusonge,permet

souventdevoirsepresserenquelquesminuteslestableauxlesplussaillantsd'une

(19)

longuep6riodedelavie.

この 「半睡状態」はL6sIVπ 爵 ゴ'06'o伽 の場合 のような 「奇怪 な結びつ き」を呈す る夢の

前段階であるが,話 者が この状態で 「見た」回想から導 く 「女優」一 「修道女」の同一性

の仮説は夢の領域に属 している。話者が この仮説か ら 「狂気」を連想す るのはそのためで

ある。

この不安感 は,語 りの方 向 を 「気高 い理 想」か ら 「懐 か しい現実」の方へ転轍 す る
(20)

(〈Reprenonspiedsurler6eL>)。 この 方向転換 は実際 の行動 とい う形 を取 る。 前夜,

劇場 の帰 りに立 ち寄 った ク ラブの読書室 で読 んだ 「田舎 の花 束 の祭 り」の新 聞記事 の記憶

が,ロ ワ ジー にSylvieを 訪 ね よう とい う気 を話 者 に起 こさせ るか らであ る。深夜 ロ ワジーへ

と向 か う駅 馬車 の動揺 に身 を任 せ なが ら,「 女優」-Adrienneの 不 吉 な同一性 の想念 か ら逃

れ て,一 度 はAdrienneの ため に掻 き消 されて しまった その魅 力 を改 めて印 象づ けて くれ た

Sylvieの 思 い出 を話 者 は再構成 す る。

ところで,第N章 か ら第VI章 にか けて思 い出 を組 み立 て直 した後 で,現 在 のSylvieに 再会

す る前 に,Adrienneに 捧 げ られ た第 孤章 が置 かれ て いる点 に注意 しな けれ ばな らない。懐

か しい ヴ ァロワの土地 は またAdrienneの 思 い出 の まつわ る土 地 で もあるか らだ。第V皿章 か

ら第 石章 にか け て,再 会 したSylvieに 対 す る求愛 の さなか に,Adrienneの 面影 が何度 も話
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者 の 脳 裡 を よ ぎ る の は そ の せ い で あ る 。 話 者 は 第XI章 で,第 孤 章 でAdrienneが 演 じ た 「精

霊 」の 役 をSylvieに 再 現 さ せ て み よ う と さ え す る 。 そ れ は,《Oh!quejevousentende!lui

dis-je;quevotrevoixch6rier6sonnesouscesvoOtesetenchasseI'espritquime

(21)

tourmente,fOt-ildivinoubienfatal!》 とい う,一 見 「懐 か しい現 実」 に よる 「気高 い理

想」の駆 逐 の試 みで あ るよ うでいて,そ の実,両 者 の融合 の試 みで あ る。 しか し,《ilfaut
(22)(23)

sefaireuneraison》 とか《ilfautsongerausolide》 とい う類 いの 言葉 が ともすれ ば 口を

つ いて 出 る「現実 の女性 」Sylvieが 最後 に 口にす るの は,こ の融 合の試 み に対 す る拒絶 の 言

葉 であ る。
1

〈Qu'estdevenuelareligieusePdis-jetoutacoup.

-Ah!vousetesterribleavecvotrereligieuse ...Ehbien!...ehbien!celaamal

(23)

tourn6.》

話 者がSylvieに 対 す る求愛 を断念 す るのは,表 向 き彼 の乳 兄弟gη η4海s4とSylvieの 結 婚

が取 り沙 汰 され てい る と聞 か され るか らで あ るが,確 実 で揺 らが な い もの と見 えた「現実 」

が 実際 は時 間の侵食 作用 を被 り,「 現実 」と取 り違 えた もの は思 い出 の中 に しか ない と話 者

自身が 思 い定 めたか らで あ る。確 か にSylvieは 今 も《seulefigurevivanteetjeuneencore
(24>

quimerattachatacepays》 で あるが,そ のSylvieも 昔 の ま まの彼女 で はな い。

こうして話 者 は,「 気 高 い理想 」 を女子修 道院 の奥 に,「 狂 気 」 と隣接 す る 「夢 」 の領 域

に見 失 い,「 懐 か しい現実 」 を時間 の流 れ と変化 の 中 に見 失 う。

V.匿 名 の放 棄Aur61ie

Sylvieの 喪 失 は,話 者 をパ リで の待機状 態 あ るい は膠 着状態 へ送 り返 す。第XIII章は《Au・

r61ie》 とい う題 を持 つが,こ の三番 目の女主人 公 の名 前 は第XI章 の終 わ りに近 い所 に初 め

て見 出だ され る。

Unetoutautreid6evinttraversermonesprit.《Acetteheure・ci,medis-je,je

seraisauth6atre_Qu'est-cequ'Aur61ie(c'6taitlenomdel'actrice)doitdoncjouer

(23)
cesoirP

Aur61ieは 我々が既 に知 っている 「女優」の名前である。読者 は第1章 で この名前 を知る機

会があった。劇場か らの帰 りに立 ち寄 ったクラブで仲間の一人に目当ての女優 を尋ね られ

た時である。
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Undeceux-lamedit:〈Voicibienlongtempsquejeterencontredanslememe

th6atre,etchaquefoisquej'yvais.PourZα ρ〃8〃6yviens・tu?>

Pourlaquelle_PIInemesemblaitpasquel'onp飢allerlapouruneα 〃'76.

　

Cependantj'avouaiunnom.

この時には読者は巧妙 にはぐらかされて しまったのだが,今 唐突に我々は 「女優」の名前

を矢口らされ る。

話者が第1章 であれほ ど秘匿 し続けた 「女優」の名前に言及するのは,そ の 「現実の女
ロ

性」 としての側 面 に接近 す る ことで,第1章 におい て 「女優 」へ の愛 が陥 って い た閉塞状

況 を打破 しよ う とす る意 志 の現 われ で あ る。 しか し,結 論 は予 め用 意 され て い る。物 語 の

中間部 で既 に語 られ た(第V皿 一 狙章)現 在 のSylvieへ の接 近 の試 み と挫折 が,対 象 をAur61ie

に代 え て繰 り返 され るだ けだ か らであ る。しか も この対象 は,話 者 に〈D'ailleursunamour

quiremontea1'enfanceestquelquechosedesacr6.。.Sylvie,quej'avaisvuegrandir,
(23)

6taitpourmoicommeunesceur.〉 とい うよ うな感慨 を催 させ る 「懐 か しい現 実 」 で はな

いの で あ る。話 者 はAur61ieに つ い ては何 一 つ知 らな い と言 って よい。

従 って第刃II章で語 られ るAur61ieへ の接 近 は,五 つの章 を費 や してた った一 日の出来事 が

語 られ たSylvieの 場 合 とは逆 に,た った一章 の 中 にかな りの期 間 の出来事 が詰 め込 まれ てい
(26>(ユ1>

る(〈Desmoissepassent.〉,〈Lesjourssuivants,[…]〉,〈Deuxmoisplustard,

!ll)(ll)

[…]〉,〈L'6t6suivant,[…]〉)。 こ うして駆 け足 で,話 者 は破局 に辿 り着 く。 それ

は第III章 の 冒頭 で,Adrienneの 回想 か ら話 者が 引 き出 した仮 説,「 女優 」一 「修 道 女」とい

う同一一性 をAur61ieに 肯 定 して も らお う とす る賭 けの行為 であ る。

J'avaisprojet6deconduireAur61ieauchateau,pr6sd'Orry,surlamemeplace

verteoOpourlapremi6refoisj'avaisvuAdrienne.Nulle6motionneparutenelle.

Alorsjeluiracontaitout;jeluidislasourcedecetamourentrevudanslesnuits,

rev6plustard,r6alis6enelle.Ellem'6coutaits6rieusementetmedit:〈Vousne

m'aimezpas!Vousattendezquejevousdise:〈Lacom6dienneestlamemequela

religieuse>;vouscherchezundrame,voilatout,etled6noOmentvous6chappe.

(27)

Allez,jenevouscroisplus.〉

この賭 けは 当然 の こ となが ら負 けであ る。Aur61ieは もはや,舞 台 の上 で個 別性 を捨 象 して

話 者 を 「限 りな い至福 」へ と誘 う,夢 と現 実の媒 介者 で はな く,逆 に 自分 自身の個 別性 に

固 執 し,彼 女 自身 の ため に彼女 を愛 して くれ る相 手 を望 む(〈Sic'estbienρo躍 〃zo∫que
(ll>

vousm'aimez,[…]〉),理1生 的 な 「現 実 の 女 性 」 に 過 ぎ な い か ら で あ る 。
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それでは,Aur61ieと いう名前を与 えることによってなされる 「女優」の匿名の放棄 は,

話者が第1章 で語っていた特権的な地位 から 「女優」を平板な現実の次元に引き下げ,「 女
　

優 」 への愛 を《1'histoiredetantd'autres》 に変 えて しまう失策 に過 ぎないの であ ろ うか。

確 かに,Aur61ieへ の接近 は話者 に幻 滅 を与 え,神 聖不 可侵 の愛 を 「よ くある話 」に変 えて

しまった ので あるが,一 方 「女優 」へ の愛 は,彼 自身現 実の生活 者で あ る話者 にとって,

毎夜劇 場 に通 って確 認 し直す しか維持 す る手立 ての ない 「漠 然 として希 望 のな い愛」 だ っ

た筈な ので ある。 従 って,「 女優 」への接近 は,こ の物語 の 中で話者が 試み るべ き最大 の試

練 だ ったので あ り,第XIII章 で話者 はその不可避性 を次 の よ うに表明 して いる。

〈J'aimang6dutambouretbudelacymbale》,commeditlaphrased6nu6ede

sensapparentdesiniti6sd'Eleusis.Ellesignifiesansdoutequ'ilfautaubesoin

passerlesbornesdunon-sensetdeI'absurdit6:laraisonpourmoi,c'6taitde
　

conqu6riretdefixermonid6aL

「女優 の姿 を借 りて修道 女 を愛 す る!… … そ して もしそれ が同 じ女 だ と した ら!」 とい う

話者 の愛 の定式 と 「わ た しは太鼓 を食 べ シンバ ル を飲 んだ」 とい うエ レウシス教の秘儀 入

信者 た ちの意味不 明 の言 葉が通 じ合 う領域 へ,話 者の愛 を移す こ とが問題 にな る。Sylvieや

Aurる1ieが 生 きて いる現実 の世 界 で この愛 が成 就 され る ことは決 してない とい う認識 の地点

に到達 す るため に,現 実世界 の存在 で あ りなが ら,そ う した領域 に通 じる 「魔 法 の鏡」 と

して舞 台 に登場 す る 「女 優」 に対 して ど うして も試 み なけれ ばな らな い試練 によ って のみ

それ が可能 にな る。

亀 醜6の 物語 は ここで終わ る。 《TellessontIeschimeresquicharmentet6garentau
　

matindelavie.〉 と終章 の 冒頭 で話者 が回顧 す るよ うに,「 人 生の朝」 で ある青年期 に 占

める 「女優 」の役割 は,話 者 の愛 を現 実の レベ ルか ら夢 あるいは狂気 の レベ ル に引 き上 げ

る こ とであ り,時 間 の束縛 か ら解 き放 つ ことであ る。 この役 割 を終 えた 「女優 」が次 に辿

るべ き方 向は,物 語の 中で一貫 して聖化 の上 昇運動 を続 けるAdrienneの その後 の運命,Sylvie

の 口か ら文 字通 りの結語 として語 られ る運命 の中 に暗 示 されて いる。

(29)

《PauvreAdrienne!elleestmorteaucouventdeSaint-S...,vers1832.》

Adrienneは 第田章 で語 られ る思 い出 の中で 「精 霊」の役 を演 じた後,こ の箇所 まで言及 さ

れ る こ とがな い。 「女優」を知 る前 に既 に他界 していたAdrienneが 「女優」として姿 を現 わ

したの であ り,そ の 「女優 」がAur61ieと 名 のって話者 の愛 を拒絶 した と して も,そ れが必

ず し も「女優 」とい う存 在 その ものへの愛 の否定 には繋が らな い ような世界,Sylvieへ の愛
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とAdrienneへ の愛が「唯一の愛の両半分」に他 ならないような領域が,の1漉 の閉 じた構造

を包含する形で要請 されている。卵1鷹 の話者が 自覚 している試練がその第一段階に過 ぎな

い ような,よ り高次の体系をなす試練 の物語 を事実Nervalは 書 くことになるのであるが,

それはAdrienneの 「死」が暗示するように,現 実世界の出来事 として よりも寧 ろ死後の世

界の出来事 として語 られる筈 である。新 しい物語の話者にその道を開 くのは,卵1腕 におい
　 　 　 　

ては極力抑 えられていた手段,夢 あるいは狂気の論理的な行使である。その物語の中で「女

優」は 「女優」 とい う名前 さえ失いなが ら,主 導的な役割を新たに担 うことになる。

〔註 〕

本 稿 のNervalの テ ク ス トの 引 用 は 次 の 版 に 拠 っ た 。
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(2)P6!ガ!s6/z∂!6α 縦 づ6β01z伽6はL4漉 ∫!6誌 に1852年7月1日 号 か ら12月15日 号 ま で12回 に わ た
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れ た 。 な お,拙 稿 「飽!鵡C磁'6α 鷹 漉B碗 伽6-NERVALの 最 後 の 自 伝 一 」(『 待 兼 山 論 叢 』
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(G4jLLIL4,X阻II,1984,pp.21-32)参 照 。

(4)五6sN〃 然4'06'o加6はL7〃 粥 伽!加 誌 に1852年10月9日 号 か ら11月13日 号 ま で5回 に わ た っ て

連 載 さ れ た 後,作 者 の 死 後,Th60phileGautierとArsさneHoussaye編 集 の 作 品 集 ・LαBo姥 〃z6

gα 伽!6(Paris,MichelL6vy,1855)に 収 録 さ れ た 。 な お,拙 稿 「L8∫N〃 漉4'oご'o∂76一 仮 装

さ れ た 自 伝 一 」(G4五 五五4,X)㎝,1987,pp.37-46)参 照 。

(5)、 昆'ガ'sClz∂'αzz㍑6!6Bolz∂ 〃z6,1,PP.70-71.
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